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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第67期

第３四半期累計期間
第68期

第３四半期累計期間
第67期

会計期間
自　平成24年10月１日
至　平成25年６月30日

自　平成25年10月１日
至　平成26年６月30日

自　平成24年10月１日
至　平成25年９月30日

売上高 （百万円） 9,348 12,234 12,606

経常利益および経常損失（△） （百万円） △728 98 △900

四半期純利益又は

四半期（当期）純損失（△）
（百万円） △843 125 △1,042

持分法を適用した場合の投資利益 （百万円） － － －

資本金 （百万円） 955 955 955

発行済株式総数 （千株） 15,000 15,000 15,000

純資産額 （百万円） 16,132 16,067 16,008

総資産額 （百万円） 19,880 22,190 19,615

１株当たり四半期純利益金額又は

四半期（当期）純損失金額（△）
（円） △57.82 8.60 △71.47

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 5

自己資本比率 （％） 81.2 72.4 81.6

　

回次
第67期

第３四半期会計期間
第68期

第３四半期会計期間

会計期間
自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日

自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日

１株当たり四半期純利益金額

又は四半期純損失金額（△）
（円） △11.04 12.71

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移は記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等（以下同様）は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第67期第３四半期累計期間及び第67期は

１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式が存在しないため、第68期第３四半期累計期間は

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」について重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績の分析

わが国経済は、安倍政権による金融政策や財政政策の影響を背景に、設備投資や個人消費の持ち直しの動きが

みられるなど、引き続き緩やかな回復傾向にあります。当業界におきましても、大型物件の発注が相次ぎ受注単価

も上昇傾向にあり、年間の鉄骨需要量が540万トン（平成25年4月～平成26年3月）を上回るなど順調に推移してお

ります。

一方で、鋼材単価及び労務費の急騰および労働力の不足が予想されることなどから、予断を許さない状況で推

移するものと思われます。

このような中、当社は受注に鋭意努力し、当第３四半期累計期間の受注高は前年同四半期比82.2％増の18,456

百万円となりました。

　完成工事高は、前年同四半期比30.9％増の12,234百万円となりました。損益面では、営業損失27百万円、経常利

益98百万円、四半期純利益125百万円（前年同四半期は843百万円の四半期純損失）となりました。

　

(2）財政状態の分析

総資産は、前事業年度の19,615百万円から22,190百万円と2,575百万円の増加となりました。現金預金及び投資

有価証券等が減少したものの、売上債権等が増加したことによるものです。

　総負債は、退職給付引当金及び1年以内返済予定の長期借入金が減少したものの、工事未払金、短期借入金及び

未成工事受入金が増加したことにより、2,516百万円の増加となりました。

　純資産は、利益剰余金の増加により59百万円の増加となりました。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

　

(4）研究開発活動

　当第３四半期累計期間における研究開発費の総額は、４百万円であります。

　なお、当第３四半期累計期間における研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末　

現在発行数（株）
（平成26年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年８月11日）

上場金融商品取引所　
名又は登録認可金融　
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,000,000 15,000,000
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

1,000株

計 15,000,000 15,000,000 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式　
総数増減数
（株）

発行済株式　総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金　
増減額　　
（千円）

資本準備金　
残高　　　
（千円）

平成26年４月１日

～平成26年６月30日
－ 15,000,000 － 955,491 － 572,129

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができませんので、直前の基準日である平成26年３月31日現在に基づく株主名簿による記載をし

ております。

　

①【発行済株式】

　 平成26年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式 　　 420,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式   14,450,000 14,450 －

単元未満株式 普通株式 　　 130,000 － －

発行済株式総数 15,000,000 － －

総株主の議決権 － 14,450 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権の数１

個）含まれています。

２．「単元未満株式」の普通株式には、当社所有の自己株式514株が含まれています。

　

②【自己株式等】

　 平成26年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

川岸工業株式会社
東京都港区東新橋１丁

目２番13号
420,000 － 420,000 2.80

計 － 420,000 － 420,000 2.80

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成26年４月１日から平成26

年６月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成25年10月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、八重洲監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
　「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項によ

り、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集

団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいもの

として、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準 0.1％

売上高基準 0.1％

利益基準 △0.2％

利益剰余金基準 △0.3％
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成25年９月30日)

当第３四半期会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 2,322,244 1,179,253

受取手形・完成工事未収入金
※1 9,119,576 ※1 12,936,635

未成工事支出金 846,463 1,076,000

材料貯蔵品 173,271 133,633

未収入金 42,234 32,015

その他 13,583 14,437

貸倒引当金 △23,382 △23,994

流動資産合計 12,493,991 15,347,982

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 1,105,363 1,043,304

機械・運搬具（純額） 401,577 350,831

土地 3,799,221 3,799,221

その他（純額） 61,462 88,059

有形固定資産合計 5,367,626 5,281,417

無形固定資産 10,032 8,803

投資その他の資産

投資有価証券 1,384,803 1,182,984

その他 395,574 404,197

貸倒引当金 △36,500 △34,500

投資その他の資産合計 1,743,878 1,552,682

固定資産合計 7,121,536 6,842,903

資産合計 19,615,528 22,190,886

負債の部

流動負債

工事未払金 2,313,325 3,337,224

短期借入金 300,000 1,650,000

1年内返済予定の長期借入金 73,960 21,500

未払法人税等 3,585 5,766

未成工事受入金 － 113,771

工事損失引当金 276 276

賞与引当金 34,019 8,544

その他 216,881 404,774

流動負債合計 2,942,047 5,541,856

固定負債

長期借入金 9,210 －

退職給付引当金 393,282 309,101

役員退職慰労引当金 103,320 108,735

その他 159,100 163,285

固定負債合計 664,912 581,122

負債合計 3,606,959 6,122,979
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(単位：千円)

前事業年度
(平成25年９月30日)

当第３四半期会計期間
(平成26年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 955,491 955,491

資本剰余金 572,129 572,129

利益剰余金 14,413,757 14,466,237

自己株式 △130,804 △131,635

株主資本合計 15,810,573 15,862,223

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 197,994 205,683

評価・換算差額等合計 197,994 205,683

純資産合計 16,008,568 16,067,906

負債純資産合計 19,615,528 22,190,886
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成24年10月１日
　至　平成25年６月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成25年10月１日
　至　平成26年６月30日)

完成工事高 9,348,141 12,234,072

完成工事原価 9,766,296 11,876,267

完成工事総利益又は完成工事総損失（△） △418,154 357,805

販売費及び一般管理費 424,218 385,343

営業損失（△） △842,373 △27,538

営業外収益

受取利息 4,003 6,282

受取配当金 14,436 16,459

不動産賃貸料 59,359 60,123

鉄屑売却益 34,240 38,707

その他 32,127 32,190

営業外収益合計 144,167 153,762

営業外費用

支払利息 4,071 5,101

賃貸費用 6,870 7,587

遊休資産管理費 7,139 6,752

投資有価証券償還損 6,260 4,797

その他 6,226 3,010

営業外費用合計 30,567 27,249

経常利益又は経常損失（△） △728,773 98,975

特別利益

投資有価証券売却益 － 33,740

特別利益合計 － 33,740

特別損失

有形固定資産除却損 41,373 －

固定資産解体費用 37,800 －

損害賠償金 29,000 －

特別損失合計 108,173 －

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △836,947 132,715

法人税、住民税及び事業税 6,948 8,052

法人税等調整額 △668 △723

法人税等合計 6,280 7,329

四半期純利益又は四半期純損失（△） △843,227 125,385
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

※１　受取手形裏書譲渡高

　
前事業年度

（平成25年９月30日）
当第３四半期会計期間
（平成26年６月30日）

　 24,462千円 17,053千円

　

　２　偶発債務

歩道橋の塗装補修工事について

　　　当社が旧首都高速道路公団より受注し平成17年３月に完成した歩道橋につき、今般、首都高速道路株式会

社東京建設局より塗装膜剥離の不具合が発生しているので、瑕疵担保責任に基づき、補修するよう求められ

ました。

　　調査した結果、年内を目処に補修工事を完了する予定であります。

　　なお、当該負担額は、現在精査中であります。　

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
前第３四半期累計期間

（自　平成24年10月１日
至　平成25年６月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成25年10月１日
至　平成26年６月30日）

減価償却費 147,200千円 147,667千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ．前第３四半期累計期間（自　平成24年10月１日　至　平成25年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年12月21日

定時株主総会
普通株式 72,926 5 平成24年９月30日 平成24年12月25日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後

となるもの

　該当事項はありません。

　

Ⅱ．当第３四半期累計期間（自　平成25年10月１日　至　平成26年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年12月20日

定時株主総会
普通株式 72,905 5 平成25年９月30日 平成25年12月24日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後

となるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期累計期間（自　平成24年10月１日　至　平成25年６月30日）

　当社は、建設業以外の事業を営んでいないため、セグメント情報については、記載しておりません。

　

当第３四半期累計期間（自　平成25年10月１日　至　平成26年６月30日）

　当社は、建設業以外の事業を営んでいないため、セグメント情報については、記載しておりません。

　

（金融商品関係）

　四半期財務諸表等規則第10条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

（有価証券関係）

　四半期財務諸表等規則第10条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

（デリバティブ取引関係）

　当社はデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

（持分法損益等）

　当社が有しているすべての関連会社は、利益基準及び利益剰余金基準からみて重要性の乏しい関連会社であるた

め、記載を省略しております。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は1株当たり四半期純損失金額及び算定の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期累計期間

（自　平成24年10月１日
至　平成25年６月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成25年10月１日
至　平成26年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は

四半期純損失金額（△）（円）
△57.82 8.60

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額又は

四半期純損失金額（△）（千円）
△843,227 125,385

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は

四半期純損失金額（△）（千円）
△843,227 125,385

普通株式の期中平均株式数（株） 14,584,142 14,579,941

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、前第３四半期累計期間は１株当たり四半期純損失で

あり、また、潜在株式が存在しないため、当第３四半期累計期間は潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

 該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年８月８日

川岸工業株式会社

代表取締役社長　　川　岸　隆　一　殿

 

八重洲監査法人

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 武　　田　　勇　　蔵　　印

 

 業務執行社員  公認会計士 滝　　澤　　直　　樹　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている川岸工業株式会

社の平成25年10月１日から平成26年９月30日までの第68期事業年度の第３四半期会計期間(平成26年４月１日から平成26

年６月30日まで)及び第３四半期累計期間(平成25年10月１日から平成26年６月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、川岸工業株式会社の平成26年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了す

る第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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